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〈主要目)客 船、岸日吟香 (銀次)運 航、 2本 マ

ス ト、 5総 トン、長2 3 6メー トル、幅3 6メ ー ト

ル、主機スチーム ・エンジン (スクリュー ・プロ

ベラ装備)、出力25馬力、 86年 清国で建造

横浜と江戸を結んだ草倉J期の定期客解
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，ば
，
力
小キ

幕
末

に
開
業
し
た

フ

ェ
リ
ー
航
路

開
国
後
、
鉄
道
が
苦
及
す
る
ま
で
の
間
、
国
内
交

通
は
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

む
ろ
ん
旧
来
の
手
段
、　
つ
ま
り
馬
や
縛
籍
と
か
、

徒
歩
に
よ
る
方
法
が
主
体
で
あ
っ
た
ろ
う
。
明
治
に

な
っ
て
か
ら
は
、
馬
■
と
人
力
■
が
さ
か
ん
に
使
わ

れ
た
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
方
、
海
■
で
は
和
船
が
主
役
で
あ
り
、
渡
海
船

に
便
乗
す
る
方
法
も
あ
っ
た
。
が
、
削
流
や
風
の
不

定
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
利
用
で
き
る
海
域
は
、
瀬

戸
内
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
和
船
に
よ
る
交
通

は
、
貨
物
輸
送
が
中
心
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
期
、
横
浜
～
江
戸
間
に

「稲
川
丸
」

（
い
な
か
わ
ま
る
）
に
よ
る
フ
ェ
リ
ー
血
路
が
誕
生

し
て
い
る
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
し
て
い
い
。

既
成
の
日
本
の
海
運
史
で
は
、
汽
船
に
よ
る
定
期

サ
ー
ビ
ス
と
い
え
ば
、
三
菱
会
社
の
航
路
あ
た
り
か

ら
記
述
が
始
ま
る
の
が
ふ
つ
う
だ
。
つ
ま
り
は
、
企

業
の
社
史
が
国
の
海
避
史
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
で
は
片
手
落
ち
と
い
え
よ
う
。
そ
う
い

っ
た
意
味
か
ら
も
、
「稲
川
丸
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

近
代
海
運
史
の
第

一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
記
念
す
べ
き
史

実
と
し
て
、
な
が
く
記
憶
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

神
奈
川

（横
浜
）
開
港
は

一
人
五
九

（安
政
六
）

年
で
あ
る
。
開
港
後
、
当
地
に
は
外
国
人
村
留
地
が

形
成
さ
れ
、
Ｉ
戸
と
の
間
の
交
通
が
次
第
に
頻
繁
に

ぃ
経¢戦
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な
っ
た
。　
一
八
六
七

（慶
応
三
）
年
に
は
、
江
戸
に

も
外
国
人
居
留
地
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
幕
府

は
同
年
、
許
可
制
に
よ
っ
て
江
戸
と
横
浜
を
結
ぶ
定

川
崎
の
迅
航
を
認
め
る
規
則
を
施
行
し
た
。

こ
の
機
運
を
と
ら
え
、
岸
田
吟
香
ら
横
浜
の
企
業

家
仲
間
が
客
晴
業
を
計
画
し
、
小
型
汽
船
「稲
川
丸
」

を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
横
浜
～
江
戸
の
旅
客
輸
送
を
開
業

し
た
。
開
業
の
時
期
は
、
「万
国
新
聞
」
の
航
路
広

告
に
よ
る
と
、　
一
八
六
八

（慶
応
四
）
年
二
月
で
あ

る

（
一
八
六
七
年
十
月
説
も
あ
る
）。

横
浜
～
江
戸
間
を

三
時
間
で
結

ぶ

岸
円
吟
香
は
美
作
国
津
山
の
出
身
。
日
業
の
販
売

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
手
が
け
た
が
、
横
浜
居
留

地
の
新
聞

「横
浜
新
報
も
し
ほ
単
」
の
発
行
と
、
米

国
人

ヘ
ボ
ン
の
和
英
辞
書
の
編
集
に
従
事
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
引
札

（広
告
ち
ら
し
）
に
よ
る
と
、
こ
の

航
路
の
横
浜
側
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
本
町

一
丁
目
の
渡
船

場

（今
の
万
国
橋
の
あ
た
り
）
、
江
戸
側
は
永
代
橋

で
あ

っ
た
。
使
数
は

一
日

一
便
。
所
要
時
間
は
二
時

間
。
往
航
は
横
浜
発
五
ツ

（八
時
）、
江
戸
着
四
ツ

半

（十

一
時
）。
復
航
は
江
戸
発
八
ツ

（十
四
時
）
、

横
浜
者
七
ツ
半

（十
七
時
）
と
な
っ
て
い
た
。

船
賃
は

一
人
に
つ
き
金

一
分
二
朱
。
ほ
か
に
摩
賃

と
し
て
銭
三
百
文
が
必
要
だ

っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

乗
下
船
は
沖
が
か
り
だ
っ
た
わ
け
だ
。

明
治
に
入
っ
て
、
こ
の
航
路
に
は
ラ
イ
バ
ル
が
出

現
し
た
。
横
浜
居
留
地
の
米
国
人
が
運
航
す
る

「
シ

テ
イ
・
オ
ブ

・
エ
ド
」
と
横
浜
の
弘
明
商
会
の

「弘

明
丸
」
で
、
と
も
に
木
造
外
輪
船
で
あ
る
。

こ
の
う
ち

「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ

・
エ
ド
」
は
、　
一
人

七
〇

（明
治
三
）
年
八
月

一
日
午
後
、
築
地
居
留
地

の
沖
で
ボ
イ
ラ
ー
の
爆
発
を
起
こ
し
て
沈
没
、
百
人

を
こ
え
る
死
傷
者
を
出
し
て
い
る
。
出
港
直
後
の
事

故
で
、
船
は
満
員
だ
っ
た
。
犠
牲
者
に
数
人
の
外
国

人
が
い
た
た
め
、
事
故
は
居
留
地
の
外
字
新
聞
は
も

と
よ
り
、
Ｆ
一
ユ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ
」
で
も
報

じ
ら
れ
た
。
が
、
日
本
の
海
運
史
書
で
、
こ
の
事
故

に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。

競
争
相
手
が
減

っ
た
が
、
「稲
川
丸
」
の
最
大
の

ラ
イ
バ
ル
は
、
船
よ
り
も
鉄
道
で
あ
っ
た
。
新
橋
～

横
浜
関
の
鉄
道
が
聞
通
し
た
の
は

一
八
七
二

（明
治

五
）
年
。
「稲
川
丸
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
時
点

ま
で
続
け
ら
れ
た
。
就
航
期
間
は
五
年
。
線
香
花
火

の
よ
う
な
短
命
の
フ
ェ
リ
ー
航
降
だ
っ
た
。

晩
年

は
青

函
航
路
で
活
躍

「稲
川
丸
」
の
こ
と
は
初
期
の

「船
名
録
」
に

「
イ

ナ
カ
ハ
丸
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
船
歴

の
輪
郭
は
、
日
本
海
事
火
学
会
理
事
松
永
秀
夫
氏
の

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「稲
川
丸
」
は

一
人
六

一
（文
久
元
）
年
に
清
国

（香

港
と
す
る
記
録
が
あ
る
）
で
誕
生
し
た
小
型
汽
船
で

あ
る
。
船
材
に
つ
い
て
は
、
鉄
船
か
木
造
船
か
不
明

だ
。
こ
こ
に
掲
げ
た
イ
ラ
ス
ト
は
、
「横
浜
往
返
寿

古
録
」
と
い
う
双
六
給
に
描
か
れ
た
同
船
。
ご
覧
の

よ
う
に
ス
ク
リ
ュ
ー
船
で
あ
る
。

こ
れ
を
日
本
に
輸
入
し
た
の
は
横
浜
居
留
地
の
外

国
人
で
あ
る
。
紆
余
曲
折
の
す
え
、
行
政
庁

（神
奈

川
裁
判
所
）
に
託
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
金

一
万

両
で
岸
田
吟
香
に
払
い
下
げ
と
な
っ
た
。

こ
の
革
創
期
の
有
名
船
が
、
晩
年
、
北
海
迪
で
活

解
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

新
橋
～
横
浜
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
年
、
「稿
川

丸
」
は
北
海
道
開
拓
使
に
身
売
り
し
、
同
年
十
月
、

開
拓
使
が
開
設
し
た
森
～
宮
商
間
に
就
航
し
た
。
噴

火
湾
を
短
絡
す
る
航
路
で
あ
る
。

二
年
後
の

一
八
七
四

（明
治
七
）
年
九
月
、
「稲

川
丸
」
は
、
か
つ
て
の
ラ
イ
バ
ル
客
船

「弘
明
丸
」

と
と
も
に
、
開
拓
使
の
青
森
～
函
館
航
路
に
投
入
さ

れ
た
。
横
浜
～
江
戸
航
路
で
競
合
し
た
二
隻
が
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
メ
ー
ト
と
な
っ
て
、
初
期
の
背
西
航
降
で

稼
働
し
た
の
だ
か
ら
、
不
思
議
な
縁
で
あ
る
。

一
八
八
二

（明
治
十
五
）
年
に
開
拓
使
は
廃
止
と

な
り
、
所
有
船
は
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の

年
の

「船
名
録
」
を
み
る
と
、
「稲
川
丸
」
は
個
人

船
士
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
が
、
終
帝
に
つ
い
て
は

記
録
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

（山
田
　
廼
生
）
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